
  

 

 

 

 

ニュースレター第 41号をお届けいたします。 今号は樋野先生と代表の大嶋先生が担当します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第 41号  

                 2026年5月 第148回  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

『練られた品性 と 綽々たる余裕』 〜 スタッフの心得・実践 〜 

 
樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長） 

       

 

この度、編集担当の『食いしん坊のコツメカワウソ(戸田）』様から、 『OCCニュース

レター第41号』の原稿を依頼された。 2026年5月9日は、『早稲田大学エクステンショ

ンセンター 中野校での講座【がんと生きる哲学 医師との対話を通して『がん』と生

きる方法を考える：テキスト『新渡戸稲造 壁を破る言葉』(三笠書房) 】を終えて、

【お茶の水がん哲学外来・メディカルカフェin OCC(お 茶 の 水 クリスチャン・セン

ター) 14 周年記念講演 ＆ Concert(コンサート)】(添付次ページ下)に向かった。 

 

『小林ゆかり先生のオルガン演奏』には 大いに感動した。 

 『OCC 副理事長の大嶋重徳先生との対談』も、 

大変有意義な充実した貴重な時となった。 

 その後、5組の個人面談の機会が与えられた。 今回、兵庫県、福島県からも参加され

ていた。 2011年3月11日14時46分18秒に最大震度7 マグニチュード9.0の東北地方太平

洋沖地震が発生した(東日本大震災)。『お茶の水 がん哲学外来・メディカルカフェ in 

OCC』は、 当時 OCC 副理事長であった榊原寛(1941-2020)先生が、東日本大震災の 2011 

年に創設準備がなされ、2012年に始められた。  

 

改めて、『お茶の水（OCC）メディカル・カフェの存在意義と継続の大切さ』を痛感し

た。スタッフの皆様の【『訪れる人を 温かく迎い入れる』】姿勢には、ただただ感服

する。【『練られた品性 と 綽々たる余裕』＝『良き贈り物』】が、『お茶の水メデイ

カル・カフェ in OCCのスタッフのユーモア(You more)』でもあろう ! 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカルカフェ 14周年記念 

OCCメディカルカフェは 14周年を迎え、今回は関東学院大学チャペルコンサートオル

ガニストの小林ゆかりさんをお迎えして、ミニコンサートをして頂きました。パイプ

オルガンは「楽器の王様」「天使の歌声」と称されます。他の鍵盤楽器とは全く異な

り、まるでひとつのオーケストラを一人で操るような圧倒的な音色の幅を持ち、小林

ゆかりさんの演奏は OCCの電子オルガンでありながらも自由自在に操り、私たちに慰

めと励ましを届けてくださいました。 

オルガンは、鍵盤を叩く強さで音量を変えられるピアノとは違い、        

鍵盤を強く押しても音量は変わりません。ピアノは鍵盤を押した          

瞬間に音が最大になり、その後は消えていきます。               

しかしパイプオルガンは、鍵盤に指を置き続けている間は、           

常に一定の風圧で空気が送り込まれ、音が全く衰えずに伸び続けます。      

音量を大きくしたいときは、ストップを多く引いて、同時に鳴るパイプの数を増やす

ことで音の厚みと音量をコントロールするそうです。無限に近いストップの組み合わ

せによって、ある時はささやくように優しく、またある時は地響きのように力強く、

聴く人の心を震わせるのがパイプオルガンの音色の魅力です。 

私達の人生もそうです。強く自分を打ち叩くことが出来なくなることがあります。特

に病気を患い、あるいはがんになる時、私たちは強いタッチで自分を表現することは

出来ません。オルガンを弾く時のように、ただそこに指を置くことしか出来ない時が

あるでしょう。しかし同時に鳴るパイプの数を重ねるように、何人もの人が私達に寄

り添ってくれる時、優しく、ある時は力強い地響きのような音を生み出すことが出来

るようになるのです。 

またパイプオルガンは、設置されている教会やホールの「残響」も含め、オルガンの

音色となるそうです。壁や天井に反射した音が幾重にも重なり合うことで、空間全体

が震えるような深い残響を伴った音色になるそうです。私達の人生もまたそうです。

家に閉じこもり、一人きりで悩んでいても心が全く動かない状況に陥ります。しかし

樋野先生が言われるように、靴を履いて外に出る時、自分の人生には幾つも重なり合

う豊かさがあったことに気が付きます。そんなことを考えさせられる、豊かな時間を

過ごすことが出来たことに感謝をしています。   

お茶の水がん哲学外来・メディカル・カフェ  in OCC 代表 大嶋重徳 

                                     

たくさんの方にご参加いた

だき、感謝申し上げます。 

今後ともお茶の水メディカ

ルカフェ in OCCをよろし

くお願いいたします。 


